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「ご褒美」に応えたい
　　　　教授　藤　本　芳　則
（日本児童文学）
　本誌名の『書香』は、手元の国語辞書には
見えない語である。ネットで「書香」を検索
すると書道関係の雑誌名がトップに出てく
る。墨の匂いからの命名だろうか。書籍の匂
いというような意味の普通名詞としては認知
されていないようだ、と思っていたら、『古
書の楽しみ』（坂本一敏）というエッセイに、
古い本の匂いを「書香とでもいうべき匂い」
（７１頁）とあるのを見つけた。普通名詞の用
例を探せといわれてもそう簡単に見つかると
は思えなかったので驚いた。『書香』の原稿
を思案しているときに、辞書に未採録の「書
香」の語に出会うのは、なんという偶然か。
　あるテーマについて調べていると、入手困
難な資料や本に遭遇することが時たまあるら
しい。人文系の研究者のエッセイなどにしば
しばそういういう不思議な体験が語られてい
る。しつこく調べものをする人間にはそうい
う幸運というか「ご褒美」があるらしい。
　実は、私にも二、三覚えがある。博文館か
ら刊行された「春夏秋冬」という小説のシ
リーズを、最近必要があって探していた。明
治２６～２８（１８９３～１８９５）年にかけて刊行され
たもので１２０年ほども前の本である。国会図
書館や日本近代文学館に所蔵されていること
は分かっている。調べにいけばよいのだが、
何の気なしに、大谷大学図書館に所蔵されて
いないか検索すると、これがヒットした。全
４巻揃ってはいなくても、何冊かあるだけで
もありがたい。同じ本でも見られるものは、
見ておくと、時に意外な発見があるからであ
る。「春夏秋冬」には、残念ながら発見はな
かったが、歴史のある図書館には、思いがけ
ない書物が利用者を待っているのである。
　昔々のことだが、修士論文を、明治期の代
表的お伽噺作家巌谷小波で書くことになっ
た。当時は大阪国際児童文学館（その後閉館
するが、資料を引き継ぎ大阪府立中央図書館
国際児童文学館が開館した）もなく、日本近
代文学館などに出向いた。しかし、学生だか
ら研究費などというものもなく、東京で調査
できる時間は限られている。たいした成果も
ないまま帰る前にちょっと神田に立ち寄っ
た。すると、ある古書店の２階のガラスケー
スに「新著百種」が４冊あるのをみつけた。
その中に、小波の『妹背貝』（「新著百種」第
４号）があるではないか。小波は、お伽噺作
家として著名だが、もともとは小説家であ
る。小説ではこれという作品は残さなかった
といわれるが、『妹背貝』は、そのなかでも
佳作とされ、二、三の文学全集にも収録され
ている。その頃は、文体論に関心があり、小
説とお伽噺の文体の相違を計量的に示せない
大谷大学図書館・博物館報（第３４号）　（ 5 ）
ものかと考えていたので、ぜひ『妹背貝』を
入手したかった。図書館では、全文コピーは
できない。４冊セットでつけられた価格は、
もとより貧乏学生の手には届かない。だが、
『妹背貝』だけならなんとかなるかもしれな
い。いくらかと店主に尋ねると、４冊で均等
割りした価格の４割増しなら、と言う。大分
考えたが、これを逃したら入手できないと思
い、無理をして買った。今なら「日本の古本
屋」のようなサイトで検索すれば、『妹背貝』
は２，３点ヒットするので、特に稀覯本という
わけでもない。しかし、国産のPCもまだ誕
生していない頃のことである。今ここで手に
入れないといつめぐり合うかわからないとい
う切迫感に追い立てられたのもやむを得な
かった。
　古書サイトでもなかなか巡り逢えない書物
がある。小波の『猿蟹後日譚』などはその一
例である。題名から察せられるように、猿蟹
合戦の後日譚で、「幼年文学」というシリー
ズの第２編目である。第１編は尾崎紅葉の
『鬼桃太郎』で、これには復刻版があるが、
『猿蟹後日譚』にはない。シリーズは、江戸
時代の草双紙を思わせる凝ったもので、売れ
行きは芳しくなく、この２編で打ち切りと
なった。売れ行き不振や木版だったことを考
えあわせると少部数しか出版されなかったと
思われる。
　内容そのものは、国立国会図書館のデジタ
ルコレクションで見ることができるし、大学
図書館を含めていくつかの図書館が所蔵して
いるから実物に接することも難しくない。実
際図書館で短時間ながら、現物を手にしたこ
ともある。とはいえ、「幼年文学」シリーズ
は、絵本と同じく、装釘や挿絵を含めて作品
とみるべきものであるから、存分に時間をか
けて、文章だけでは感じられない雰囲気に接
したい。そうすることで、新たな見方ができ
るかもしれないと、長年探していたが、これ
も最近になってやっと架蔵できた。
　『妹背貝』も『猿蟹後日譚』も「ご褒美」
と思う。一見、何の役に立つとも思えない
「お伽噺の研究」に執着するのは、見方によ
れば馬鹿らしいことである。しかし、どこか
でそういう馬鹿らしさを見守っていてくれる
存在があって、ときどき「ご褒美」を用意し
てくれるのかと思うと、ちょっと嬉しくなっ
て期待に応えなければと思うのである。
『猿蟹後日譚』の表紙と本文（写真は著者提供）
